手仕事 by unknown
それぞれの土地にある素材を使って、人びとはさまざまな
ものをつくります。真剣な眼差しを注ぎ、汗をかき、手にマメ
をつくりながら生み出されるそれらには、美しさや魂が宿り
ます。人の手は、すごいなあと思います。
手仕事
151
手仕事
バニラの加工中
バニラは収穫してから熱いお湯に10分くらい浸け、
その後、毎朝数時間ほど日光を当ててカビの繁殖を抑え、
保温性のいい箱に入れ暗所に置くことを繰り返します。
そのうちとても良い香りがするようになります。　
 インド・タミルナ ドーゥ州
 2016年3月
 田中樹
152
手仕事
アンドロポゴンで編んだゴザ　
アンドロポゴンは西アフリカに自生するイネ科の草。
長い茎を編んで、ゴザにして、
穀物倉をつくったり市場に売りに出したりします。
 ニジェー ル・テッサウア市近郊
 2011年11月
 田中樹
153
手仕事
土産物作ってます　
マサイの人びとが観光客向けに土産物を売っている場所の片隅。
鍛冶屋さんが売り物の短刀をつくっていた。
 ケニア・リフトバレー州
 2016年10月
 田中樹
154
手仕事
作物の稈で編んだ穀物倉
収穫した作物の穂を蓄えておく穀物倉。
壁は作物（トウジンビエ）の稈で作り、
雨季に湿らないように地面から浮かせるようにしつらえる。
 ニジェー ル・ニアメー 市近郊
 2011年11月
 田中樹
155
手仕事
家畜の餌にするバナナの茎を薄切り中
バナナは一本の茎に一房の実をつける。
収穫した後の茎は、薄切りにして家畜の餌に。
このひと手間で、鶏も豚もヤギも喜んで食べる。
 ベトナム・ホンティエン県　   2014年5月　   田中樹
156
手仕事
穀物倉の壁を編む　
穀物倉の壁をつくっている様子。
内側にはアンドロポゴンという野草の茎、
外側にはトウジンビエの稈を使い、張り合わせるように編んでいく。
 ニジェー ル・ニアメー 市近郊
 2009年12月
 田中樹
157
手仕事
山岳少数民族による伝統的織物・ゼン　
ゼンはベトナム中部の山岳少数民族の伝統的な織物。
竹でできた道具と身体を組み合わせながら、
色染めした木綿糸から手際よく布を織っていく。
 ベトナム・アルーイ県
 2007年9月
 田中樹
158
手仕事
村の大工さん
小さな村を歩いていたら
村の大工さんが木材にかんなをかけていた。
お爺さんが座る椅子をつくっているんだって。
 タンザニア・タンガ州　   2015年7月　   田中樹
159
手仕事
土でつくった穀物倉　
穀物倉は土で造られることもある。
細く長い灌木を芯にして、ワラやアカシアの莢や水を混ぜて
一週間ほど熟成させた土を練り込んで薄い壁をつくる。
なめらかな曲線が美しい。
 ニジェー ル・マラディ市近郊
 2010年12月
 田中樹
160
手仕事
Concentration
一生懸命、慎重に。NGOが運営する作業場。
ここで作られたものは、
遠くヨーロッパに売られていくこともあります。
 セネガル・バンベイ市
 2014年2月
 清水貴夫
161
手仕事
糸を紡ぐ手
コットンがよく取れるセネガルでは、
美しい手つきで紡ぎます。
 セネガル・バンベイ市
 2014年2月
 清水貴夫
162
手仕事
僕もいつかお手伝い
お母さんたちに抱かれながら仕事を見守る赤ちゃんたち。
いつか彼らもお母さんをお手伝いすることでしょう。
 セネガル・バンベイ市　
 2014年2月
 清水貴夫
163
手仕事
燻寂
Leleという民族の家屋の中の炊事場。
室内で唯一外に繋がるのは排煙のための小さな穴だけ。
その穴から差し込むうっすらとした光が照らす
土作りの道具はとても美しい。
 ブルキナファソ・ペルコア村
 2014年12月
 清水貴夫
164
手仕事
カッセーナの家作り
 ブルキナファソ・ナホリ県
 2013年1月
 清水貴夫
伝統的な家屋。
女性たちが壁の色塗りをしている。
165
手仕事
カッセーナ女性の家
 ブルキナファソ・ナホリ県
 2013年1月
 清水貴夫
女性が住まう家。壁の模様が美しい。
166
手仕事
チャー ニング
伝統的な用具を使ってバター をつくる女性。
 インド北西部・ラー ジャスター ン州
 2014年8月
 宮嵜英寿
167
手仕事
塩田
塩田で出来た塩を運ぶために
鍬で集めているところ。
 インド北西部・グジャラー ト州
 2012年10月
 宮嵜英寿
168
手仕事
籠編み
木の枝を編んでかごを作っているところ。
 ザンビア・南部州　   2008年2月　   宮嵜英寿
